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1. 事業の目的 （ 事業申請に至る経緯 ） 
容器として繰り返し使え、密閉性も高く、中身を長期間保存することができ、材質そのも

のが無味無臭で中身に容器の匂いが移らないため、食品や飲料の味が変わらず、おいしさ

をそのまま伝えることができるリユースびん。 

 

しかし、年々向上する利便性豊かな社会に伴う消費者のライフスタイルの変遷や 2000 年に

完全施行された容器包装リサイクル法の影響もあり、残念ながらリユースびんの市場シェ

アは減少の一途をたどり、歯止めがかからない状況が続いています。 

 

一方、大量な情報やモノに囲まれたスピード感ある生活は、人ひとりが必要とする、そし

て利用するキャパシティをはるかに上回り、処理しきれない大量の情報やモノによって疲

弊感を伴うという、なんとも皮肉な日々も生み出しています。 

 

そうした中、少子高齢化社会の到来とともに、「地域」というキーワードが提唱されて久し

くなっています。すでに、大量生産、大量消費、大量廃棄から適正生産、適正消費へと社

会要請は変わっているものの、適正に必要としている方たちへ適正な商品を提供する社会

がなされているかと言えば、まだ道半ばと言わざるを得ません。 

 

じつは、この状況は我々中小企業にとってはまたとないチャンスです。そもそも、条件の

良いところは競争が激しく、資金面・体力面・人的等において真っ向勝負は挑みづらいも

の。中小企業のチャンスは恵まれたところにあるのではなく、少し条件の悪いところにこ

そ、チャンスが在る。 

 

そうした背景から、ガラスびんのリユース・リサイクルを生業とする事業者が将来に亘っ

て地域社会から必要とされるよう、そして地域社会に暮らすみなさんに価値のある情報や

商品を提供できるよう、オリジナルびんの制作、そして飲料メーカーや地域の商店街等と

連携することで地域の経済発展にも寄与する素地を調えるため、「リユースびんシステム横

浜モデル構想」を立ち上げ、本事業の申請へと至ることになりました。 
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「リユースびんシステム横浜モデル構想」とは 

 

 

 

環境負荷の少ないリユースびんを 

地域で買って地域経済の発展に寄与する 

 
 

環境に配慮する=「自分にとって価値のあるもの」という 

意識の熟成 

 
 

新しいオリジナルリユースびんをつくり、 

新たなリユース文化の創出を横浜の地から実現して 

全国にひろげていく活動の基盤。 
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2. 事業内容 

(1) 横浜リユースびんプロジェクトの設置 

 
 横浜モデル構想の創出には、びんの流通に関連する事業者のみなさまと協議を重ねるこ

とで、びんの流れが滞らず、かつ、情報/状況を共有することが肝要なことから、関係する

事業者の方にも参画いただき、「横浜リユースびんプロジェクト」として協議を重ねてきま

した。 

 

横浜リユースびんプロジェクト 

■ 開催日 

 

第 1 回 平成 28 年 9 月 27 日(火) 15 時～17 時  

会場 横浜ビール「厩の食卓」 

第 2 回 平成 28 年 10 月 14 日(金) 15 時～16 時  

会場 横浜ビール「厩の食卓」 

第 3 回 平成 28 年 11 月 22 日（火）15 時～16 時  

会場 横浜ビール「厩の食卓」 

第 4 回 平成 28 年 12 月 20 日（火）18 時～19 時  

会場 神奈川県中小企業団体中央会 会議室 

第 5 回 平成 29 年 1 月 30 日（月）15 時 30 分～16 時 30 分 

会場 横浜ビール「驛の食卓」 

第 6 回 平成 29 年 3 月 2 日(木) 15 時～16 時 

会場 神奈川中小企業センタービル 会議室 

 

■ 構成メンバー （敬称略） 

 

【飲料、充填メーカー】 井上酒造株式会社、株式会社横浜ビール 

川本屋茶舗、坪井食品株式会社 

【販売店及び飲食店】 藤棚一番街協同組合、愛嬌酒場えにし、 

株式会社よこはまグリーンピース 

【オリジナルデザイン及び制作】 有限会社シーダブリュエス、株式会社 JMC 

【P 箱メーカー】 新日本流通株式会社 

【行政】 環境省、横浜市資源循環局総務部３Ｒ推進課  

【事務局】 神奈川県中小企業団体中央会、横浜市資源リサイクル事業協同組合 
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3. 事業の実施体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・           びん納品 

・           リユースびん入り飲料納品及び販売、試飲 

・           空びん回収 

横浜市資源リサイクル事業(協) 

びんのデザイン びんの制作 

イベントで 

試飲会 
飲食店 商店街 酒販店 

飲食店 

横浜市資源リサイクル事業(協) 

洗びん 

回収 

拠点 

飲料メーカー 

消費者 
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3. 事業の実施体制 （本数表記入り） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・           びん納品 

・           リユースびん入り飲料納品及び販売、試飲 

・           空びん回収 

横浜市資源リサイクル事業(協) 

びんのデザイン びんの制作 

イベントで 

試飲会 
飲食店 商店街 酒販店 

飲食店 

横浜市資源リサイクル事業(協) 

洗びん 

回収 

拠点 

飲料メーカー 

消費者 

茶 400 

白 600 

茶 400 

白 600 

白 302 

白 466 

茶 68 

茶 321 

白 49 
白 24 

白 288 茶 68 

茶 321 

白 49 

茶 73 

白 9 

 

白 123 
白 32 

白 9 

白 32 

2017年 3月 17日現在 

白 24 

白 3 

白 3 
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■ 各種メディア掲載について 

 

「横浜リユースびんプロジェクト」キックオフイベントを以下のメディアから取材されま

したので、以下、取材先及び情報発信団体を掲載いたします。 

 

◆ 環境省報道発表資料 

リユース普及イベント「みんなリユースしてるってよ！」の開催について 

http://www.env.go.jp/press/103571.html 

◆ リターナブルびんポータルサイト 

http://www.bin-reuse.jp/action/actionexp/reuse_action_12yokohama.shtml 

◆ タウンニュース 2 月 16 日号 中区・西区版 藤棚一番街「リユースびん」で飲料販売 

http://www.townnews.co.jp/0113/i/2017/02/16/370458.html 

◆ リユースって何！？環境絵日記から生まれた横浜リユースびんプロジェクトが始動 

http://hamakore.yokohama/yokohama-reuse-project-kickoff-event/ 

◆ 東京散歩 「みんなリユースしてるってよ！」 

横浜発の新しいリユースびんプロジェクトがキックオフ 

http://tokyosanpopo.com/archives/36884 

◆ Fm yokohama84.7  Lovely Day 

http://blog.fmyokohama.jp/.s/lovely/2017/02/post-e472.html 

◆ ガラスびん 3R 促進協議会 

http://www.glass-3r.jp/detail.php?ide=449 

◆ ヨコハマ R ブログ 横浜市資源循環局 ３Ｒ推進課 

https://www.r-hiroba.jp/blog/index.php?d=2017/2/8 

◆ 九都県市首脳会議廃棄物問題検討委員会 

http://www.re-square.jp/column/20160209/ 

◆ 参議院議員 佐々木さやか氏 

https://mobile.twitter.com/sayaka_sasaki/status/830628055945146370 

◆ 横浜ビール太田の徒然日記 

   http://ameblo.jp/umayablo/entry-12247413423.html 
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■ アンケート回収枚数 286 枚 

リユースびん入り飲料 試飲会アンケート（該当項目の□に☑をご記入願います） 

 

1．本日の試飲会でどの飲料を試飲しましたか？  

 

□ほうじ茶 / □ゆずサイダー / □小松菜ジュース / □オリツルサイダー 

 

 
 

2．リユースびんとは、容器を割らず回収し繰り返し使用（リユース）することでごみを出

さない環境にやさしい容器です。このことを知っていましたか？ または 知らなかった

ですか? 

 

−リユースびんについて    □知っていた / □知らなかった 

 

 
 

分析 : リス―スびんに対する認知度については他の調査と照らし合わせてみてもほぼ横ば

いの状態と推測されますので、より活発な情報発信と共に情報が届く仕組みづくりが欠か

せないと考えます。 

ほうじ茶, 109

ゆずサイダー, 
115

小松菜ジュー

ス, 11

オリツルサ

イダー, 49

無回答, 2

n=286

知ってた, 151
知らなかった, 

133

無回答, 2

n=286

81
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−空きびんを返却すること  □知っていた / □知らなかった 

 

 

 

分析 : 認知度と比較して返却することを知っている割合が高いのは、回答者の半数以上が

40 代以上であり、この世代の若年層時には家庭にもびん容器が多く存在し、実際に街の酒

屋にびんを持っていきデポジットを経験している世代が故、このような結果につながった

と考えます。 

 

3．今回の飲料は、「横浜リユースびんプロジェクト」として、飲料の製造→販売→回収・

収集→洗浄→再利用までを、神奈川県内の事業者で行う仕組みです。ご当地飲料として、

神奈川県内を中心に販売していく予定です。このような取組に関心はありますか?  それと

もありませんか?  

  

□関心がある  / □ 関心はない  / □わからない 

 

 

 

分析 : 2.の回答同様に、回答者の年齢層から比較的環境への関心も高く、なにかしら環境保

全につながる環境行動を実践している世代が多いためと考えます。 

知ってた, 188

知らなかった, 
87

無回答, 11

n=286

関心がある, 
238

関心は無い, 
11 わからな

い, 34

無回答, 3

n=286

82
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4．びんの表面に「リユースびん」と刻印があることに気づきましたか？ 

 

□ 気づいた  / □気づかなかった   

 

 

 

分析 : 刻印に気づいた方が 67%にのぼるのは嬉しい結果ではあるが、取り組みに対する関

心が高い割合を示していたこともあり、「リユース」の意味合い自体を知らない可能性が高

いのではないかと考えます。 

 

5．本日試飲いただいた”びん”の感想について教えてください。( 当てはまるものすべて ) 

 

□おしゃれ  □高級感がある  □手触りが良い  □格好いい 

□可愛い  □きれい  □重い  □大きい  □割れそう  □捨てちゃいけない 

□その他（      ) 

 

 

 

気づいた, 192

気づかなかっ

た, 88

無回答, 6

n=286

0 50 100 150 200

おしゃれ

高級感がある

手触りが良い

格好いい

可愛い

きれい

重い

大きい

割れそう

捨てちゃいけない

その他

n=286

83
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分析 : 「捨てちゃいけない」「重い」の 2 項目にチェックが多いことから、飲み終えたら直

ぐに返却してもらうというデザインコンセプトは伝わっていると考えますが、おしゃれ、

高級感、きれい、格好いいのチェックもほぼ同等のチェックがあり、デザインの変更やラ

ベルへの文字情報の充実が必要かと考えます。 

 

【その他の回答 (抜粋、集約)】 

・口当たりが良い！ 

・リユースの意味がわからないとリユースされないのでは？ 

・再利用びんだと印象が悪いのかな"もっとレトロ感を出しても良いのでは？ 

・サイダー感がない 

・おいしくない 炭酸が感じない  

・びんがださくてもラベルがかっこ良ければ返さないと思った 

・リユースびんの説明が無いと回収されないと思った 

・シンプルでわかり易いと思います。  

・ビンで飲むと何だか美味しく感じる  

・貼ってあるラベルがはがしにくそう  

・飲み辛い、一度に飲み切れない 

・イメージが暗すぎるもう少し小さいサイズでも良い" 

・回収の方法がポイント、日常生活で簡単に返せる仕組みがないとゴミになってしまう 

・ラベルデザインの明るいイメージを希望します 

・重たくて飲み終わったらすぐ返却したくなる、飲み口が分厚くて飲みにくい 

・300ｍｌは中途半端 飲みきるなら 180ml ぐらいがいい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

84
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6．実際に試飲してみての感想をお教えください。（当てはまるもの１つ） 

 

□とても美味しかった / □美味しかった / □あまり美味しくなかった  

□美味しくなかった 

※ [あまり美味しくなかった、美味しくなかった]とご回答いただいた方はその理由を教え

てください 

 

 
 

分析 : 消費者の購入動機は、びんそのものよりもやはり中身に対してであることから、こ

の回答は満足するものと捉えつつ、より商品開発に力点を置くことが重要と考えます。 

 

【美味しくなかった 自由回答 (抜粋、集約)】 

・甘すぎて炭酸がきいていない 

・いまいち味が薄い ・量が多い ・気が抜けている気がする 

・人によるかも知れないがぬめりがあるように感じる  

・ゆずの味が薄かった 

・刺身を生で食べている感じがした。これを旨いという人の味覚を疑う 

・製造者も県内の業者にすべき 

・ほうじ茶の良い香りがない 

・温められないのが残念もう少し瓶がおしゃれなほうが良い 

  

7. びんのリユースシステムは、消費者のみなさんが「回収場所に戻す」という作業が必要

です。回収場所に戻すにあたってもっとも重視するのは、どれですか?  

（当てはまるもの１つ） 

 

□特典がつく / □いつでも出せる / □社会貢献に繋がる / 

□回収場所が近くにある □その他(      ) 

とても美味し

かった, 95

美味しかった, 
106

あまり美味しく

なかった, 11

美味しくな

かった, 2

無回答, 72

n=286

85
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分析 : 行政の資源物回収にしても、民間事業者の集団回収にしても、年々消費者にとって

回収業務サービスは利用しやすくなっています。本アンケートでも「手軽」に「すぐ近く

に出せる」ことがリユースに協力してくださる大切な要素であることが分かりました。今

後の回収業務の構築にあたり、有益な回答結果が得られたと考えています。 

 

【その他の回答  (抜粋、集約)】 

・昔のように１０円が戻る  

・回収場所がわからない  

・商品を取り扱う店に設置してください 

・公共施設に置いて欲しいと思います 

・子供でも分かり易いように回収専用ＢＯＸがあると分かり易い 

・戻す場所の数  

  

8．本日試飲いただいたリユースびんに、どのような飲みものが入っていると良いと思いま

すか。 

 

【回答内容 (抜粋、集約)】 

水、フルーツオレ、コーラ、サイダー、りんごジュース、お茶、アルコール、甘酒 

ビール（缶より味が良さそうなので）、ご当地物、麦茶、濃縮果汁ジュース、チョコレート

ドリンク 

・栄養ドリンク・スポーツドリンクなどすぐに飲み干せるものその場で飲めば回収率が上

がるので、持ち帰るとキャッシュバックが無いと回収率が悪そう。 

・ワインとかふだんビンで購入するけど捨てて良いのかわからないのでこういうビンにな

ると良いと思います。醤油や調味料も蓋が閉められるならいい。  

・120 円～140 円くらいかなあ？回収で 10 円～20 円返ってくるのでしょうか？ 

特典がつく, 
27

いつでも出せ

る, 83

社会貢献につ

ながる, 39

回収場所が近

くにある, 102

その他, 8
無回答, 

27

n=286

86
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・今、健康ブームなので横浜地産のはまなしジュース（限定）人参ジュース野菜ミックス

ジュース・トマトジュースなど新製品を期待したいと思います。   

・スーパー、百貨店に置いて下さい。 

・炭酸水・ホッピー、飲食店の需要が見込めるのでは個人より事業者に広がるようにした

ら良い。 

・びんは重いので持ち歩きはしないと思います。家でゆっくりしたい時に飲んだり、特別

感のある飲み物にしたら良いかと思います。  

  

9． 性 別  □男性 / □女性 

  

 

 

10. 年 齢  □〜20 歳  /  □21 歳〜40 歳  /  □41 歳〜60 歳  /  □61 歳

以上 

 

 

 

男性, 110

女性, 103

無回答, 73

n=286

１０代, 
25

２０代, 26

３０代, 40

４０代, 57５０代, 37

６０代, 
22

７０代以上, 9

無回答, 70

n=286

87



 19 
 

11. 居住地  □横浜市 / □神奈川県（横浜市除く） / □東京都 / □その他 

  

【その他の回答】大阪、石川、藤沢市、石川県、静岡、千葉県、大分県、山口市、愛媛県 

 

 

 

■ 試飲会 提供商品の説明、本数  

 

①「自焙煎」香りほうじ茶 120 本 

横浜伊勢佐木町で創業。明治より続く老舗の茶舗「川本屋」が作るほうじ茶を詰めました。 

厳選茎入り茶を伝統技法の自家焙煎にて香り高く仕上げ、原料となる茶葉に香り経つ茎を

多く入れることで、その香りを最大限に引き出しました。 

 

②「ゆずサイダー」 120 本 

横浜野菜の魅力を伝える「㈱よこはまグリーンピース」が地元の生産者とタッグを組んで

開発しました。地元横浜で育てた無農薬のゆずをそのまま絞った果汁を使用しており、ゆ

ずのすっきりとした香りとサイダーの爽やかな甘さの飲み心地です。 

 

③「小松菜ジュース」 13 本 

横浜野菜の魅力を伝える「㈱よこはまグリーンピース」が地元の生産者とタッグを組んで

開発しました。地元横浜で育てた栄養価が高く甘みのある新鮮な小松菜をふんだんに使用

し、飲みやすく仕上げました。 

 

④「オリツルサイダー」 49 本 

サイダー発祥の地といわれる横浜で明治 34 年創業の坪井食品がつくる、ご当地サイダーで

す。コンビニエンスストア等で実際に販売しているこの商品を今回はオリジナルのリユー

スびんに詰めて提供しました。 

横浜市, 143

神奈川県（横

浜市除く）, 32

東京都, 
24

その他, 14

無回答, 73

n=286

88



 

 

(6) 
 

 本プ

場の創

るため

 

 

1．概

 取扱

 商品

 取扱

   

 取扱

   

   

  

   

   

   

 

2．店

 平成

マル

 購入

27

 2 月

いた

 

 

 

 

 

 

 

リユースび

プロジェク

創出と地域経

め、以下の通

概要 

扱店：スーパ

品名：横浜ラ

扱期間：平成

   以後

扱本数：横浜

 → 店頭

 → 店頭

→ 以後

   オリ

 → 店頭

 → 店頭

店頭販売につ

成 29 年 2 月

ルヤマ藤棚本

入時１本に付

3 本を売り上

月 14 日（火

ただいた。 

びん入り飲

トはリユース

経済に寄与す

通り、商店街

【 藤棚商店

パーマルヤマ

ラガー、オリ

成 29 年 2 月

後、スーパー

浜ラガー（3

頭販売期間中

頭販売期間中

後、藤棚商店

ツルサイダ

頭販売期間中

頭販売期間中

ついて 

月 13 日（月）

本店様の店頭

付き１回、ま

上げる。 

火）にはＦＭ

飲料の試験販

スびんの普及

する素地を調

街で市場創出

店街（スーパ

マ藤棚本店

リツルサイダ

月 13 日（月）

ーマルヤマ様

321 本） 

中の販売本数

中の回収本数

店街ライブス

ダー（49 本）

中の販売本数

中の回収本数

）～2 月 19

頭一角をお借

また、びん返

Ｍヨコハマの

販売及び回

及とリユース

調えることで

出調査を実施

パーマルヤマ

ダー 

）～2 月 19

様三店舗（藤

数（321 本）

数（73 本）

ステーション

 

数（49 本）

数（21 本）

日（土）の

借りし、店頭

返却時につき

藤田君のコー

回収方法の検

スびんをツー

です。その可

施しました。

マ様）販売に

日（土）店頭

藤棚本店、戸

 

ンにて継続し

各 11 時～1

頭販売イベン

き１回のガラ

ーナーにて当

検証【商店

ールとして新

可能性をより

 

について 】 

頭販売 

戸部店、三春

して回収中 

7 時の時間帯

ントを実施し

ラポンを実施

当イベントに

店街版】 

新たな地産地

り確実なもの

春台店）にて

帯にて、スー

した。 

施し、期間中

についてレポ

 20 

地消市

のにす

販売 

ーパー

中合計

ポート

89



 

 

3．店

 店頭

続き

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施結

くこ

のい

かり

回収率

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

店頭販売後の

頭販売イベン

き空きびんの

結果 : 地産

とができまし

く結果には届

と検証しつつ

率という目標

の回収につい

ント後も藤棚

の回収を実施

地消による地

した。しかし

届きませんで

つ、早急に仕

標を設定して

いて 

棚商店街内に

施中。（3 月末

地域経済活性

し、一旦ご自

でした。事業

仕組みづくり

て実施すべき

にある、ライ

末まで設置予

性化の提案に

自宅に持ち帰

業の柱である

りの見直しか

き、という結

イブステーシ

予定） 

には、購入の

帰った後の回

る「回収」に

か必要となり

結論になりま

ションにてＰ

の有無問わず

回収拠点への

について、今

ました。試

ました。 

Ｐ箱を設置。

ず、良い反応

のリターンは

今後の課題で

試行的な事業

 21 

引き

応を頂 

満足 

しっ 

でも 

90
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ＹＥＳ, 9

ＮＯ, 7

n=16

 

(7)  リユースびん入り飲料の試験販売及び回収方法の検証【飲食店版】 
 

 本プロジェクトはリユースびんの普及とリユースびんをツールとして新たな地産地消市

場の創出と地域経済に寄与する素地を調えることです。その可能性をより確実なものにす

るため、以下の通り、飲食店で市場創出調査を実施しました。 

 

【 えにし吉田町店様販売について 】 

 

1．概要 

 取扱店：愛嬌酒場えにし 吉田町店 

 商品名：横浜ラガー 

 取扱期間：平成 29 年 2 月 13 日（月）～2 月 18 日（土） 

 販売本数：68 本（回収本数 68 本） 

 

2．アンケートについて 

横浜ラガー【リユースびん】 アンケート（回収数 16 枚） 

（該当項目の□に☑をご記入願います） 

 

①リユースびんを知っていましたか？ 

□ＹＥＳ / □ＮＯ 
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②リユースびんのイメージはどうですか？ 

（複数回答可）  

□おしゃれ □高級感がある □手触りが良い  □触りがいい □格好いい   

□可愛い  □きれい  □重い  □割れそう □大きい □捨てちゃいけない  

□その他（        ） 

 

 

 

③リユースびんを取り扱っているお店のイメージはどうですか？ 

（複数回答可） 

□環境にやさしい店   □先進的な店   □挑戦する店  □面白い店     

□品揃いの多い店    □懐かしい店  □その他（      ） 

 

 

 

0 2 4 6 8 10

おしゃれ

高級感がある

手触りが良い

触りが良い

格好いい

可愛い

きれい

重い

割れそう

大きい

捨てちゃいけない

その他

n=16

0 2 4 6 8 10 12 14 16

環境に優しい店

先進的な店

挑戦する店

面白い店

品揃いの多い店

懐かしい店

その他

n=16

92



 24 
 

実施結果 : 店舗単位のクローズ型で 100%の回収率を達成することができました。この事 

象は「当然」の声もある一方、丁寧なプロモーションを繰り返すことで、当事業が環境配 

慮型の店舗づくりにも貢献、提案できる確証を得ることができました。このことは新しい 

市場づくりの上でも、とても有益な検証事業となりました。 

 

【 ど根性キッチン様試飲会 】 

 

1．概要 

 取扱店：ど根性キッチン 

 商品名：湘南ゴールド  

 取扱期間：平成 29 年 3 月 11 日（土） 

 試飲本数：28 本（回収本数 28 本） 

 

2．アンケートについて 

湘南ゴールド アンケート（回収数 40 枚） 

（該当項目の□に☑をご記入願います） 

 

①実際に試飲してみての感想をお教えください。（当てはまるもの１つ） 

□とても美味しかった  □美味しかった  

□あまり美味しくなかった □美味しくなかった 

 

 

 

 

 

 

とても美味し

かった, 21

美味しかった, 
17

あまり美味しく

なかった, 1

無回答, 1

n=40
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②リユースびんを知っていましたか？ 

□ＹＥＳ / □ＮＯ 

 

 

 

 

③リユースびんのイメージはどうですか？ 

（複数回答可）  

□おしゃれ □高級感がある □手触りが良い  □触りがいい □格好いい   

□可愛い  □きれい  □重い  □割れそう □大きい   □捨てちゃいけない 

□その他（      ） 

 

 

 

 

 

ＹＥＳ, 18

ＮＯ, 22

n=40
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n=40

94



 26 
 

④リユースびんを取り扱っているお店のイメージはどうですか？ 

（複数回答可） 

□環境にやさしい店   □先進的な店   □挑戦する店  □面白い店     

□品揃いの多い店    □懐かしい店  □その他（      ） 

 

 

 

 

【 光龍飯店様通常販売 】 

 

1．概要 

 取扱店：横浜中華街 / 安田屋酒店（酒屋）、光龍飯店（飲食店） 

 商品名：オリツルサイダー 

 取扱期間：平成 29 年 3 月 4 日（日）～3 月 12 日（日） 

 卸し本数 : 24 本  

販売本数：3 本（回収本数 3 本） 

 

実施結果 : サイダーは中華料理店で頻繁にオーダーされる飲料ではありませんが、日頃か

ら地産地消、横浜産或いは横浜に関連する商品を取り扱うことに積極的な中華料理店と酒

屋さんに協力していただき、通常の営業時間内に販売を実施していただきました。 

酒屋⇒飲食店のルートであることから、引き続き、通常販売の形態で実施します。 
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環境にやさしい店
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n=40
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−空きびんを返却すること  □知っていた / □知らなかった 

 

 
 

② 今回のリユースびんは、「横浜リユースびんプロジェクト」として、飲料の製造→販売

→回収・収集→洗浄→再利用までを、神奈川県内の事業者で行う仕組みとして運用致しま

した。また今後は、ご当地飲料として、神奈川県内を中心に販売していく予定です。この

ような取組に関心はありますか?  それともありませんか?  

□関心がある  /  □関心はない  /  □わからない 

 

 
 

③ リユースびんのイメージはどうですか？ 

（複数回答可）  

□おしゃれ □高級感がある □手触りが良い □触りがいい □格好いい □重い 

□可愛い  □きれい □割れそう □大きい □捨てちゃいけない □その他（   ） 

知っていた, 
11

知らなかった, 
3

n=14

関心がある, 
13

関心はない, 0
わからない, 1

n=14
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④ びんのリユースシステムは、消費者のみなさんが「回収場所に戻す」という作業が必

要です。回収場所に戻すにあたってもっとも重視するのは、どれですか?  

（当てはまるもの１つ） 

□特典がつく  □いつでも出せる  □社会貢献に繋がる  □回収場所が近くにある 

□その他 (      )  

 
 

⑤ 性 別  □男性 / □女性 
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5.  今後の検討課題（残された課題） 

 

（1） 回収率の向上 

  

イベント・飲食店舗で実施したクローズ型での回収は、破損を除けば、ほぼ全量回収が

可能であることが証明できました。一方、懸念、不安要素として試行したオープン型では、

やはり、回収率が芳しくない結果となりました。商店街のスーパー前で販売・試飲を実施

したオープン型とはいえ、一度ご自宅等に持ち帰られてしまうと、再び、回収拠点へ届け

てくださる意識が下がってしまうと推測され、回収拠点へ戻していただける仕組みや環境

啓発、情報発信の工夫・改善について早急に着手することを痛感した結果となりました。

また、実証事業とは言え、「回収率」目標を設定することも重要な課題であることが再確認

されました。 

 

（2） オリジナルびんの改良 

 

 オリジナルびんの「リユースびん」刻印は、アンケート結果から、このびんが繰り返し

使えるびんであることを一目で伝える役割を果たせたことが証明されました。しかし、「リ

ユース」とは?という根本的な情報を伝えきれたか否かの課題には残念ながら「いいえ」と

いう結果になりました。 

刻印と併せて、ラベルに記載するなどの情報伝達の在り方について工夫が必要であること

が確認できました。さらに、びんの使い勝手等について、飲料・充填メーカーの方達にヒ

アリングさせていただいた結果から、オリジナルびんの改良が必要と判明しました。 

 

飲料・充填メーカー アンケート結果（抜粋） 

 

① 参加したことへの感想、評価 

・今回の事業の取り組み自体は良いものであるし、参加・関われたことは良かったです。 

・環境省や横浜市という行政はじめ、飲料メーカーについても市内のキーマン的な事業者

が集まった組織に参加できたことは、大変ありがたかった。 

・飲料の加工事業者さんとも良いタイミングでお願いできたので、大きく事業が進んだと

思っています。 

・本格的な事業化に向けたコスト等の検討については、課題が残ったと思います。 
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② 次回参加に向けての要望、意見 

・充填の際の微調整が難しかった。びんの耐久、耐熱検査はクリアしているが、打栓の際

に力の加わり方によっては破損したこともあり、びんの制作については全体的な見直し

をした方が良いのではないかと感じました。 

・試飲から販売に繋げていきたいが、そこがひとつの課題ではないかと思うので、そのあ

たりのビジョン(どうやって販売につなげるか)が固まればぜひ参加したいと思います。 

・ラベルデザインについて次回はゼロベースから関わることを希望します。 

・環境意識の高い消費者やスーパー、デパート（元町商店街ユニオン、成城石井、そごう、

高島屋等）への訴えがけをしてリユースびん統一コーナーを作るなど、既存の商品＋１

になるような事業にしたいので、販路をどうしていくかなど検討してもらいたいと思い

ます。 

・次の機会では、顧客層の異なるケースを実証するという観点から百貨店での販売・回収

を行いたいと思います。 

・飲料の新開発商品ができたので次回はもっと素材生産者との話い合いの場を持ちたいと

思います。 

・月1000本程度は売るようなそういう仕組みにしてもらいたい。現在の規模の売り方では、

そうしたイメージがしにくかったです。 

③ びん購入費のコストについて 

・新びんと同等であれば問題ありません。 

・びんのコストも大切だが、しっかりリユースできるのなら少し高くても検討の余地はあ

ると考えています。 

④ 参加したことがメリットとして感じられましたか。 

・今迄には無いもの、地元の飲料を商品化できることは以前からトライしたかったので、

今回のような試飲イベントを店舗で出来れば経済的メリットは充分あると思います。 

・これだけの実証実験に参加できたことはメリットと感じている。共同販売等の作り方で、

よりメリットは出てくると思います。 

・役員間でメリットとして話が出ることは無かった。CSR を否定するわけではないし、取

り組み自体は評価するが、突出したメリット、と言う程ではなかったかと感じています。 
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（3） 販売数の向上 

 

 回収率との兼ね合いから、クローズ型での販売拠点を増やすことが急務となります。販

売数を上げていくこともリユースびんの認知度向上に大きく貢献するので具体的な販売計

画を策定し、取り組むことが課題として残されました。他方で、リユースびんの普及促進

を目的のひとつとして事業展開をしていますが、回収率に拘り過ぎすぎることによって思

考、発想が縮小してしまい、販売数の拡大、市場の創出にブレーキがかかってしまうこと

もあるとの判断から、ワンウェイびんとして活用することも視野に入れて事業に幅を持た

せたりするなど、リユースとワンウェイのバランスを市場に落とし込む作業などをしてみ

るのも課題解決の手立てではないかと考えています。 

 

（4） 制作したびんの本数管理一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ サンプルについて 

飲料・充填メーカーで試験的な使用やアンケート調査の際、実物を手にしてもらうこと

で、重さ・握り具合・感触等の判断用として活用したものです。 

 

■ 破損びん 17本についての原因は以下の通りです。 

 ・充填後（内液温は 62℃位）、熱湯（90℃）にて 15分消毒後、破損。 

 ・割れ方は底部付近での破損及び胴体部のヒビ、亀裂によるものです。 

 ・充填作業時、炭酸による内圧の増加により破損しました。 

 ⇒ 平成 28年 12月、JIS規格にて規程されている方法によって 10本のサンプル検体を

行いました。試験項目は「耐内圧力試験」及び「熱衝撃試験」で、ともに異常なし

の結果報告を頂いています。試験依頼先は「一般財団法人日本文化用品安全試験所」。 

 ⇒ 平成 29 年 3 月 17 日、びん製造事業者の廣瀬硝子を訪問、破損発生の報告を行いま

した。後日、破損原因を見極め、びんの改良点を報告して頂くこととなりました。 
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（5） 事業採算性 

 

 本事業は、新たなものづくり提案であると同時に文化の醸成を目的にしています。 

その一方で、動脈産業と静脈産業が一体となった新たな事業の創出という側面も持ち合わ

せており、リユースびん飲料の販売からリユースまで、びんだけにとどまらず、王冠やラ

ベル、販売時のポップ作成に至るまで、プロジェクトに参加する飲料・充填メーカーとの

情報交換をより密にし、事業採算性を高める検証を進めるといった点検作業が不可欠です。 

第二期事業では一例として下記の相関図を策定しながら、点検作業を行っていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

算出式 

回収コスト A① （車両費＋一般管理費）÷ 回収本数 

回収コスト A② （車両費＋一般管理費）÷ 回収本数 

倉敷料 必要面積×1㎡あたりの 1ヶ月賃貸価格÷回転本数一般管理費 
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（2） 横浜ブランドの構築、認知度の向上 
 

 本事業を通して、リユースびんの普及を推進するためには、やはり、これまでとは異な

る市場の創出や思考の転換が必要であることをつよく認識するに至りました。また、これ

までは「びん」をメインとして事業活動を組み立てていましたが、今回の事業では飲料・

充填メーカーと共同で商品開発ができるという大きな成果を得ることができ、消費者の関

心は「中身」と「びん」の組み合わせに帰着することも再確認できました。 

 

消費者はいったいどこに関心を持ってリターナブルびん入り飲料を購入してくださるのか。

モノが溢れ、情報が増え続ける時代の中で、「横浜リユースびん」とは?を説明するまでもな

く消費者が手にするくらいのブランド力を纏うことが、リユースびんが今後も流通し続け

られるか否かを決定づけるといっても過言ではないとの結論に至りました。横浜リユース

びんのブランディングに着手してまいります。 
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の素材や製造

的としてイベ

デザインして

びんの再評価

も 

 

まだまだ寄与

用できること

書を一読いた

同組合 びん

約 133 万ト

ピーク時から

わり、容器の

た。 

とは、そうし

一旦脱却を図

造プロセスを

ベント出展を

て、新たなラ

価を試みる 1

与できるポテ

とを確認する

ただき、あり

ん委員長 寺

 37 

ンと、

ら半分

の素材

した社

図り、

を学び

重ね、

ライフ

1 年と

テンャ

ること

りがと

寺西 浩 
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